














<目的>

全身性エリテマトーデス(SLE),特発性血小板減少症(ITP)やバセドウ病等で代表される自

己免疫疾患は生殖年齢にある女性に好発し,妊娠に合併した場合母体や胎児に対して悪影

響を及ぼすことが古くから知られている。特にSLE と関連した抗リン脂質抗体であるルー

プス抗凝集素(Lupus anticoagulant,LA)と呼ばれる凝固インヒビターの存在が血栓症を引

き起こし,流死産の原因となることが報告されている。またバセドウ病合併妊娠において

母体に存在する TSHレセプター抗体の胎児への移行により新生児バセドウ病または甲状腺

機能低下症を誘発する症例も観察される。胎盤には Fcγレセプターが発現し母体の IgG

型抗体が胎児へと選択的に移送されることから,自己免疫疾患合併妊娠及ぴ無症候性の自

己抗体保有婦人の妊娠において自己抗体の種類,抗体価の変動を正確に把握することは重

要な課題である。著者らは上述の自己抗体の臨床的意義づけを確認する目的で,妊娠初期

における種々の自己抗体のスクリーニングを行った。


